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学外はともか くとして,学 内は比較的穏や

かな1年 間であり.当 研究所 も平静のうちに

活動を続けることができたことは悦ばしい。

本年度の研究所としての活動で眼立 った こ

との一つは,待 望久しか った渡辺家文書の複

刻が愈々開始されたことである。昨年9月 の
"M7料 叢書第一集の刊行に続いて,本 年は第二

集を上梓すべ く準備が進められている。この

出版が研究所の歴史に新 しい1頁 を加えるも

のになることを,一 同念願してやまない。

他方,従 来毎年1回 行なわれてきた,学 内

四研究所の合同研究発表会は,本 年度か ら中

止されることになった。研究成果を発表する

ための伝統的方法が問い直されていることを

示すものであろう。我kも これにかわる新 し

い方法を考えなければならない。

本年は研究員に新 しく有薗正一郎氏 と渡辺

正氏を,ま た事務委託には山本朝子氏の退職

にともない山本敦子氏をむかえた。新鋭スタ

ッフを加え,研 究所の一層の発展を次年度に

期待したい。(S)
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